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かごしま水族館　学芸員 柏
かしわぎ

木 由
ゆ か り

香利さん

▲砂浜に残された子ガメの足跡▲砂浜に残された子ガメの足跡

砂浜に残る、5分間の脱出ドラマ

岸良ウミガメ調査隊

今年の1月、町内全10校の給食に登場して子どもたちを大喜びさせた、
宇宙食ゼリー入りの特製デザート「ムーンショットポンチ」を覚えていま
すか？ 実はあの給食、昨夏の『第1回子どもサミット』で、森田羽玖さん（当
時波野小学校6年生）が「宇宙をもっと身近に感じられる町にしたい」と
提案したことから実現した夢のメニューだったのです 。
　子どもたちの自由な発想が、町の未来をより良く動かす「一歩」となる
場所。そんな子どもサミットが、この夏、再び開催されます！
　今回のテーマは「承継創造によるウェルビーイングな肝付町」 。 町内
10校の小・中・義務教育学校から集まった各校の代表児童・生徒たちが、
一生懸命準備した提案を発表し、熱い意見交換を行います 。
　ここから、また新しい「きもつきの未来」が動き出すかもしれません。
当日はどなたでも自由に客席から傍聴いただけます 。子どもたちの真っ
直ぐな眼差しと本気の横顔を、ぜひ会場へ応援しに来てください！

キミの提案が町を動かす「第２回 肝付町子どもサミット」開催

お問い合わせ先　　肝付町役場　教育総務課 　☎0994（65）8425

●⽇時  令和８年 8 ⽉ 20 ⽇（⽊）13 時 15 分〜 15 時 40 分
●場所  肝付町⽂化センター ⼤ホール

▲広報きもつき3月号でご紹介▲広報きもつき3月号でご紹介
　 した「宇宙を感じる給食」　 した「宇宙を感じる給食」
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